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（須藤純二 環境部長） 

みなさまこんにちは。環境部長の須藤

でございます。本日は、環境政策課長の

加藤が別の現場に行っておりますので、

わたくしが進行させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

会議に先立ち、一点お知らせいたしま

す。 
本日は新型コロナウイルス感染症対

策として、会場とオンラインを併用し

た会議となっております。ご発言の際

は、なるべくゆっくり、はっきりを意識

していただきますようご協力をお願い

します。 

審査を進めるにあたり、オンライン

でご参加の委員の方がご意見、ご質問

のある場合は、画面に向かってわかる

よう合図をお願いいたします。会場参

加の委員の方は挙手いただき、事務局

が確認し、進行いただく会長にお知ら

せします。 

それでは、倉阪会長、お願いします。 

（倉阪秀史 会長） 

おはようございます。オンラインから

参加させていただきます。本日はよろし

くお願いいたします。 

これから、足立区の環境基金審査会を

開会いたします。コロナウイルス感染症

がまた拡大しており、なかなか厳しい状

況になっておりますけれど、そういった

中で今回、環境活動についてまた様々な

提案がなされておりますので、みなさん

審査を進めて、適切なアイデアにサポー

トをしていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

本日は、委員定数が９人のところ、オ

ンラインで４人、会場４人、計８人とい

うことで、会議が成立していることを報

告させていただきます。 

また、今回から一部の委員の異動があ

ったということですので、委嘱について

事務局からよろしくお願いいたします。 

（須藤純二 環境部長） 

はい、今回、区議会からご推薦いただ

きました委員３名の方の異動がございま

した。本来であれば、この場で委嘱状を

交付するところでありますが、新型コロ

ナウイルス感染症の対策として、委嘱状

は席にご用意いたしました。わたくしか

らお三方のお名前をご紹介し、委嘱状の

交付に代えさせていただきます。 

 （委員氏名の読み上げ） 

以上、三名でございます。よろしくお

願いいたします。 

（倉阪秀史 会長） 

はい、ありがとうございます。なかな

か直接お会いする機会がありませんが、

よろしくお願いいたします。 

本日の、議事録署名人については、会

場にお越しいただいている、かねだ委員

とさの委員にお願いいたします。 

続いて次第の３、資料の確認、会議公

開既定の取り扱いについて、事務局から

お願いいたします。 

（須藤純二 環境部長） 

それでは、配布資料を確認します。事

前に郵送、またはメールでデータをお送

りした資料として、本日の次第、委員名

簿、環境基金助成申請一覧、申請書類６

団体分、評価の考え方と採択の基準の

案、評価シート６枚がございます。 

続きまして、会議公開既定の取り扱い

についてですが、足立区環境基本条例の

規定により、「審査会の会議は公開とす

るが、議決があったときは、非公開とす

ることができる。」となっております。 



令和３年３月の審査会開催時に、申請

内容を評価、審査することは、公開にな

じまないことや、公開することで申請者

が傍聴する可能性も出てきてしまうとい

うことから、申請者の質疑の部分は公開

し、審査に関する部分は非公開とするこ

とを決定されております。今回の審査会

においても引き続き審査は非公開とさせ

ていただくということでよろしいかのご

確認をいただきたく、よろしくお願いい

たします。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま事務局から説明があったとお

り、本審査会は議決により非公開とする

ことができます。 

これまでの運用では、申請者の報告や

申請者との質疑応答までは公開し、その

後の審査は非公開という取り扱いにさせ

ていただきました。引き続き、同様の運

用をしたいということですが、こちらに

ついて何かご意見はございますか。 

（意見集約）  

それでは、審査の部分のみ非公開とす

ることとします。 

今日は、傍聴する方はいらっしゃいま

すか。 

（須藤純二 環境部長） 

傍聴人はおりません。 

（倉阪秀史 会長） 

はい。ではこのまま進行いたします。 

それでは次第の４、審議の諮問につい

て、事務局からお願いします。 

（須藤純二 環境部長） 

足立区長から諮問書が出ていますので、

引き続き私の方で朗読いたします。 

（諮問書 朗読） 

以上でございます。 

（倉阪秀史 会長） 

ただいま区長から諮問をいただきまし

た。本日は６件の申請について審査しま

す。 

それでは次第の５、評価の考え方と採

択の基準について、事務局から説明をお

願いします。 

（須藤純二 環境部長） 

それではまず、本日の評価方法につい

て説明いたします。評価の考え方と採択

の基準の案、をご覧ください。 

申請は一般助成とファーストステップ

助成に分かれます。受付番号の１から３

が一般助成、４以降がファーストステッ

プとなります。一般助成は、この後でプ

レゼンテーションと質疑がございます。

ファーストステップは書類のみでの審査

となります。 

一般助成は、先進性部門、環境負荷の

低減部門、課題対応型があり、それぞれ

の評価ポイントを記載しましたので、ご

覧ください。 

次に評価シートをご覧ください。申請

者ごとに１枚ずつのシートがございま

す。全８項目を５から０までの６段階で

評価しますので、各項目の評価欄に数字

をご記載ください。オンラインで参加の

方はプルダウンでご選択ください。 

評価項目のうち６項目は共通で、２項

目は部門ごとに異なります。 

評価コメント欄には、活動内容と活動

経費の視点から、評価する、あるいは評

価しない理由、疑問点や条件を付けたい

ことなどのコメントをご記入、ご入力く

ださい。採択・不採択をご検討いただく

際に使用します。 

次に採択、不採択について説明いたし

ます。 

集計作業終了後、評価の集計結果とコ

メントを画面上に公開します。その結果



を踏まえ、各申請について１件ずつご確

認、協議いただき、採択・不採択を決定

していただきます。 

採択の目安は全委員の合計が、６割以

上、つまり平均３以上の評価とします

が、例えば５割以下の点数を付けた委員

がいる場合など、評価にばらつきがある

場合は協議のうえ採択、不採択を決定し

ていただきます。また、活動の一部のみ

認める、助成金の使途を限定するなどの

条件を付けるときは、皆様のコメントな

どを考慮して、協議のうえ決定いただき

たいと思います。 

今回の助成申請では、一般助成の３

件すべてが全額の助成を申請していま

す。 

通常、助成対象経費の２分の１が助成

額となりますが、大学からの申請、一般

助成Ａ、または課題対応型での申請の場

合には、助成対象経費の全額を申請する

ことができます。審査会が特に優秀と認

めた場合は全額の助成を認めることとな

ります。 

案件によっては、審査が難しいこと

もあるかもしれませんが、公費を使っ

ての助成でございます。専門家、区議会

議員、区民それぞれのお立場、視点での

審査をお願いいたします。 

以上、事務局案について説明いたし

ました。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。 

今回は、一般部門で申請された３件の

うち、ナンバー１が先進性、ナンバー２

が環境負荷の低減、ナンバー３が課題対

応型と１件ずつ出てきていることになり

ます。 

それから、ファーストステップが３

件、これは書類審査だけということでご

ざいます。 

３件の一般助成については、それぞれ

に応じた形でそれぞれに審査項目があり

ますので、評価シートに従って記入をし

ていただきたく思います。 

評価にあたっては、６段階で評価する

ということで、全体の採択の目安は６割

以上ということでございます。 

そのため、４以上の評価をつけていく

と６割以上の平均となるかもしれませ

ん。 

平均の評価が６割以上でも、極端に低

い評価の委員がいらっしゃる場合には、

議論をして決めたいと考えております。 

以上ですが、評価、採択についてご意

見ご質問等ございますか。 

（異議なし） 

新しい委員の方も大丈夫でしょうか。 

会場の方も大丈夫ですね。 

（意見なし） 

では、事務局案に従って評価と採択を

していきたいと思いますので、ご協力お

願いいたします。 

審査に移る前に一点確認をさせていた

だきます。委員の皆様の中に、本日の申

請者と利害関係のある方がいらっしゃい

ましたら、挙手をお願いします。 

（挙手なし） 

利害関係者なしと確認しました。 

それでは、次第の６、一般助成申請者

のプレゼンテーションに移りますので事

務局は申請者の入室案内をお願いしま

す。 

＜申請者入室＞ 

（倉阪秀史 会長） 

申請内容について、８分程度でご説明

をお願いします。２分前と、８分たった



ところで事務局から合図します。その

後、約１０分の質疑応答を予定していま

す。それでは開始してください。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

それでは、ＶＲ技術による都市部での

冠水状況体験システムの実証実験という

ことで、申請の内容をご説明いたしま

す。 

私は東京電機大学の高橋でございま

す。未来科学部に所属しておりまして情

報メディアでございますので、この分野

はよく知っているつもりですが、防災と

いう点では、少し至らないところがあり

ますので、ご指導いただければと思って

おります。 

実際には、令和２年度に基金から助成

を頂戴し既に一度システムを作っており

ます。特に力を入れたのは、身近な街並

みを撮影してそこを実際に避難すること

によって、他人事ではない我がこととし

て防災の意識をつけていただこうという

ことが目的でございました。 

そのためには、ビデオ撮影し、そのビ

デオから三次元の街を復元するというシ

ステムが良いだろうということで、開発

した訳でございます。 

成果としては、ビデオ映像から仮想空

間上の街並みの再現リリース、それか

ら、再現された街並みの冠水した時の状

況で水が流れてくる、あるいはどの位の

深さまで水が来るのか、それを考慮した

ウォークスルー、街を歩く技術、それか

ら、避難時に障害物に接触したり踏んで

しまったりということを、つかさどるシ

ステム、それから、特に要望がございま

したのは、ハザードマップで浸水深が一

体どの位までくるのかということを可視

化する技術というものを開発いたしまし

た。 

ハザードマップを検索し、その地点の

深さがどこまで行くかということをシミ

ュレーションするソフトウエアというも

のも同時に作りまして、実際の普通の町

に水が浸水してくるとどの位までになる

か、５ｍというのは、大体二階家の庇が

付くくらいだということを体験できるよ

うなシステムを作りました。 

こういうシステムを作ったのですが、

実証実験をやろうと思いました時に、ち

ょうどコロナの感染の拡大を受け、実証

実験を実施できなかったのでぜひ、区民

の皆さんに体験していただきたいという

のが、今回のメインのテーマでございま

す。 

多くの方々に、同時に体験していただ

こうという風になると、今のシステムは

ＰＣを背中に背負って、ヘッドマウント

ディスプレイを着装するという大掛かり

な仕掛けになりますので、これをどうや

って簡単に着装して体験できるかという

ものを狙って今回のシステムの開発をし

たいと考えております。 

廉価版のヘッドマウントディスプレイ

を使う訳ですが、その分色々ドローバッ

クもありまして、ＰＣを不要にするため

には周りのセンサー類が高度に動いてく

れないといけないが、実際にはセンサー

の精度もＰＣからのフィードバックが無

いので、なかなか動かしにくいとか、そ

れから、複数人で同時に実施するとなる

とやはりシステムをもう一度改良する必

要があるという風に思いまして、今回申

請した次第でございます。 

これにより、多くの方に同時に体験し

ていただきたいと思っています。 

何よりも、早期避難が大事だというこ



とを区内に浸透する、あるいは全国レベ

ルで浸透するということを期待しており

ます。 

具体的にどういう風な感じでいるかと

いうと、真ん中にいる学生が装着してい

るのが今までのシステムです。ヘッドマ

ウントディスプレイを被り、コントロー

ラーを二個つけ、トラッカーを三カ所に

付け、これで歩行動作をキャプチャーす

る訳ですが、これをなるべくお年寄りの

方にも体験していただきたいということ

で、どうやって軽量化するかということ

を検討し、スタンドアローン型のヘッド

マウントディスプレイ、それから小型で

軽いコントローラー、その分精度が落ち

ますが、それをソフトウエアあるいは自

分たちで位置センサーを自作してカバー

したいと思っています。右に書きました

ものが今回のシステムになります。 

大きいのはＰＣが不要ですので、手軽

に実験ができるということが一番の狙い

でございます。 

それからそれに伴い、平常時の町をス

キャンして街並みを映像で撮っていく、

その後は写真測量の技術で街並みを復元

するわけですが、どうしてもデータが大

きくなってしまう、これを圧縮する技術

を検討しており、不要箇所を削減してデ

ータ容量を抑えたいということを開発の

柱の一つにしております。 

もうひとつは、完成時の歩行の安定性

を調べないといけないのですが、身長体

重を入れるとどの位安定に動けるかとい

うのを判定する式があるのですが、これ

が実際に妥当なものかというのが検証さ

れていなくて、歩行推進力学の専門家で

いらっしゃる京都大学の防災研究所の角

先生にお話を伺って来ようと思っており

ます。 

以上述べましたように、この実証実験

を行うことで首都防災は他人事ではなく

我がこととしてとらえる、自分の町が実

際に水に浸かるとこんなことになるんだ

と体験していただいて、防災意識あるい

は知識を蓄えていただいて、意識の大幅

な向上を図りたいということと、それか

ら可能であるならば全国レベルで広告普

及に努めたいと思っております。 

開発のスケジュールはこんな感じでご

ざいまして、システムの拡充が一番のメ

インになりますが、合わせて実証実験を

しっかりやりたいという風に思っており

ます。 

費用の約半分はソフトウエアの開発・

改修に充て、あとは実際に実験をやるた

めの費用という風に思っております。 

廉価版の機材がございませんので、３

セットだけまず買って、実際に使えるか

どうかを試そうという風に思っておりま

す。 

年次計画としては単年度の計画になり

ます。 

以上申し上げました。何卒よろしくお

願い申し上げます。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。このあと 

１０分程度で質疑応答といたします。 

（倉阪秀史 会長） 

複数人で、多くの人に体験ということ

ですが、３人ということなのですね。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

購入するのは３セットという意味です

が、研究室にも簡易型のヘッドマウント

ディスプレイが何台かありますので、少

なくとも１０人規模でやりたいと思って

おります。 



（倉阪秀史 会長） 

イメージとしては、実際に街を歩いて

いただくということなのでしょうか。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

はいそうです。仮想の町を歩いていた

だこうと思っております。歩いている

と、そこに水が溢れてくるというものを

体験していただきたいと思っています。 

（倉阪秀史 会長） 

センサーという話もありましたけれど

も、歩くところは、どこか室内の会場で

歩けるということですか。実際に街にヘ

ッドアップディスプレイを付けて歩いて

いくわけでは無くて、室内で体験ができ

るイメージですね。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

はいそうです。原理的には外に出られ

るのですが、安全上の問題がありますの

で教室内あるいは実験室内で行いたいと

思っております。 

（倉阪秀史 会長） 

そうすると、イベント会場か何かでブ

ースを設けて来場者に体験していただけ

るというような可能性がでてくるという

ことですね。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

はい、そういうことです。 

（町田怜子 委員） 

大変興味深く伺っておりました。この

一般の区民の方というのは、年齢層と

か、そういったところの想定がありまし

たら教えてください。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

６０代、７０代の方に体験していただ

きたいなという風に思っております。そ

の位の年齢の方が一番、日頃の動きと実

際に避難するというモードになると、こ

んなはずじゃなかったと感じるのかなと

いう風に思っていまして、高齢者の方に

是非体験していただきたい、そのために

機材はどうやって軽くするかというのを

考え、今回の提案になった次第です。 

（町田怜子 委員） 

わかりました。ありがとうございま

す。 

（かねだ正 委員） 

水害対策は非常に区民の方の関心も高

いので興味深いです。二点お聞きしたい

のですが、ひとつは令和二年度に環境基

金で始められたということで、コロナで

実証実験ができなかったということです

が、映像を見させていただくと非常にイ

ンパクトのあるものなのですが、その映

像というのは一般に公開されたりしてい

らっしゃいますか。もし公開されたとし

たらその反響はどういうものでしたか。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

まだ公式には公開していなくて、学会

のレベルでは公開しておりますけれど

も、非常に面白いというのを、まず専門

家の間ではご指摘いただきました。 

（かねだ正 委員） 

それともう一点、先ほども質問が出て

いましたが、高齢者の方に特に体験して

いただきたいということなのですが、装

置を付けられたときに、高齢者の方には

非常にインパクトのあるものなので、人

体への影響というのは大丈夫なものでし

ょうか。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

それは検証が必要と思っています。平

衡感覚が狂ってしまうということがあり

ますので、そこは学生のサポーターを付

けて体験していただくような体制をとら

ないといけなないかという風に思ってい

まして、そういうこともあり、コロナ感



染化では実証実験ができなかったという

ことでございます。 

（かねだ正 委員） 

そうですよね。人体に与える影響とい

うのは非常に大事なところだと思います

ので、是非そこはしっかりと確認してい

ただければと思います。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

はい。ありがとうございます。 

（さの智恵子 委員） 

高齢者の方にできれば利用していただ

きたいということですが、令和二年に作

成した機材と、現在改良して軽量化した

機材と、実際の重さでどれくらいの変化

があったか教えてください。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

重さで言いますと、３㎏が１.４㎏く

らいです。ヘッドマウントディスプレイ

は約半分になりました。 

（さの智恵子 委員） 

あと１点なのですが、実証実験で１０

人くらいにというお話でしたが、もし高

齢者の方を対象にされるのであれば、例

えば地域包括とか高齢者の方が集まった

際に、1人でも多くこれに参加していた

だきたいと思うのですが、その辺につい

ては、これからだと思いますがどのよう

に考えていらっしゃいますか。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

その点についてはまだ具体化していま

せんが、まずは大学の近くの町内会の方

に声をかけて機会をいただければと思っ

ています。実験の会場は公民館のような

ところで本当はやりたいのですが、難し

ければ大学に来ていただく、そうなると

必然的に大学の近くの町内会にお願いす

ることになるかと思っています。 

（さの智恵子 委員） 

わかりました。ありがとうございまし

た。 

（森下秀重 委員） 

今のお話を伺って思ったのですが、素

晴らしい技術なので広く普及していただ

ければと思いますが、普及にあたって

色々なやり方があると思いますが、本庁

や池袋にある体験型の防災センターなど

に導入したらいいのではないかと思いま

した。 

これだけ素晴らしいものなので、1人

でも多くの方にやっていただくのがいい

のかなと個人的には思っています。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

ありがとうございます。確かに公共的

な施設には、このシステムに似たものが

あるのですが、多分に展示は固定でこの

街並みを歩いて下さい、体験しましょう

というパターンが多いです。 

実際に自分の町をビデオでスキャンし

て、自分のとこはここが危なそうだとい

うことを体験していただきたいと思って

いまして、何かちょっと趣旨が違うのか

なという気はしておりますが、色んな人

に見ていただくのは非常に嬉しいので、

そちらの方も努力していきたいと思って

おります。 

（畠中エルザ 委員） 

前回のご応募から時間が経っているの

で、街並みに変化があったりしたのか、

それが反映されているのか、あるいは必

ずしも出来ていなくても、コロナ禍でチ

ャレンジングだったと思いますので、も

しその辺りに変化がありましたら教えて

ください。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

街並みの復元は、その後学生の実習を

兼ねて何回かやっております。それで



色々問題点は出てきておりまして、両側

に家が立ち並んでいるところはいいので

すが、大きく凹んでいるところとか、そ

ういうところはなかなか対処できなく

て、そこは手作業になって結構時間がと

られているという現状です。 

その辺も、いかに小型軽量化して自動

化できるかというのが今回のチャレンジ

の一つかと思っております。 

街並みを作るのが一番大変ですので、

そこは注力してやりたいと思っておりま

す。 

（しぶや竜一 委員） 

皆様の意見を踏まえてなのですが、高

齢者の方々の体験をという話がありまし

たが、ＶＲというところで、今は様々な

ところでゲームがあったりとか、様々な

会場でやられているところを見ると、子

供たちや若い世代の方々に、ＶＲを使っ

て、というわかり易さを踏まえると、そ

ういった子供たちへ水害対策の大切さ、

それを学ぶ大切さの意欲を引き出すため

にも、子供たちへターゲットを向けても

いいのではないかと思うのですが、その

点はいかがでしょうか。 

（東京電機大学 高橋時市郎 教授） 

ありがとうございます。ただ、若年層

はこういったＶＲの機材を使っていけな

いというのが本質にありまして、若年層

への展開は難しいと考えております。 

ただ、高校生以上になってくるとその

辺の制約がなくなりますので、高校生く

らいからは対象になるかなと。また彼ら

はきっとこちらの予想していないことを

色々やってくれるので、新しいシステム

づくりのヒントを貰えるのではないかと

期待しております。 

（倉阪秀史 会長） 

時間になっておりますが、よろしいで

しょうか。高橋様ありがとうございまし

た。ご退室ください。 

＜申請者退出＞ 

（倉阪秀史 会長） 

それでは、次のプレゼンテーションに

移りますので、事務局は申請者の入室案

内をお願いします。 

＜申請者入室＞ 

（倉阪秀史 会長） 

申請内容について、８分程度でご説明

をお願いします。２分前と、８分たった

ところで事務局から合図します。その

後、約１０分の質疑応答を予定していま

す。それでは開始してください。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

東京電機大学の椎葉です。バイオマス

「竹」の「食」への利用による循環型社

会構築の実証ということで話をさせてい

ただきます。 

竹は有望なバイオマス資源です。食用

の筍以外、昔と比べてほとんど利用され

ていないという現状があります。たくさ

んあるということなのですが、竹害とい

うものが増加していて厄介なものになっ

ている現状があります。未利用資源のバ

イオマス資源である竹を食に利用すると

いうことは、付加価値の高い商品として

大量に消費が見込まれるということもあ

り、今後需要の拡大というのは持続可能

な開発目標にも貢献できると考えており

ます。 

東京電機大学では、竹から特別な薬剤

や有機溶媒を用いることなく、成分を調

整する技術を開発してきました。 

今回の活動の目的というのは、国内の

余剰有機資源である竹をその技術によっ

て、食に適した高繊維資材を比較的安価



に生産しそれを小麦粉などに混合して、

健康、病気予防を訴求できるようなパン

などの食品を提供するということにあり

ます。 

安全性評価とか機能性食品申請のため

のエビデンスの取得や HCCEP対応するこ

とで、食品の付加価値を高めるというこ

とも目指しております。 

こういうことによって、再生可能資源

によるバイオマス資源の循環型モデルを

最終的に社会実証として構築するという

ことになります。 

これまでに竹の需要拡大のための研究

というのをやってきました。化粧品など

の利用というのは大体製品化の目途がつ

いていますけれど、大量需要に基づく製

品化ということについてはまだ製品化に

は至っていないということであります。 

令和二年度に環境基金によって竹のバ

イオレメディエーションの利用というこ

とで申請をさせていただいて、これもフ

ィジビリティスタディがようやく完成し

て、バイレメの工事が設計されてる段階

に来ております。 

今回は、もっと生活に密着したところ

で、食品への利用ということを活動の目

的にしたいと考えています。 

従来の技術というのはありますが、竹

からの糖化をする技術はありますが、そ

れは色んな問題点があったと。ひとつは

エネルギーコストの問題がありますが、

また環境負荷という問題もあったのです

けれども、当大学では減圧マイクロ波処

理という技術を用いてそれらの問題点を

解決してきたということです。 

これも当研究室では竹の利用法におい

て、このような技術開発を研究の段階を

踏みながら社会実装を目指してきたとい

うことがあります。 

ここで令和二年度足立区の環境基金、

令和三年度に林野庁から資金援助をいた

だき、今現在こういった生活用品や環境

汚染物質浄化の応用と、こういった地域

災害活用ができる段階にきていると考え

ています。 

今回の活動方法について説明します。

ひとつは、減圧マイクロは処理によって

試作品の製造ということです。竹にマイ

クロは処理をかけることによって、高繊

維質の素材を作ることができると、これ

を食への利用ということであります。 

ここでキーポイントになるというの

が、マイクロ波とか温度とか真空度の調

整といったことが重要になってきます。

ここを、日本バイオリファイナリーが経

験と実績があるということで、そこに委

託して行っていきたいと考えておりま

す。 

マイクロ波処理で処理した竹には、食

として利用するためには大きなメリット

があります。これまで竹というのは、食

品素材としてはほとんど利用されていま

せん。理由としては、孟宗竹の繊維が固

いということ、微生物の汚染の問題、竹

の中の青酸などの有害物質が含まれてい

る場合があるということで、あと製パン

阻害剤という成分もあります。そういっ

たものを除くということをこの装置がや

ってくれます。 

それによって、繊維の柔軟化や雑菌と

か苦み成分の有害物質、こういったもの

の分解の除去が可能になると。これによ

って、安全で栄養素の高い新しい食への

利用が期待できるという大きなメリット

があります。 

しかしながら、実際これを食品に利用



するということに関しては、栄養的、可

能的な観点からも、小麦粉と混合してパ

ンやお菓子などとして利用することが必

要となってくると思います。 

この製造条件を決定するには大変な労

力と技術が実は要ります。そのユーザー

の協力といったものも必要になってくる

のではないかと思います。その中で重要

なことは、加工業者、ユーザーの納得で

きる完成度の高い商品づくりというのが

必要になってくると思います。 

そのために、埼玉県の北部研究所、前

田食品とユーザーであるラパンラパンと

いうパン屋さんが足立区にあるんです

が、この協力をお願いすることにしてい

ます。 

活動計画の（３）ですが、東京電機大

学では、繊維成分の機能性や安全性に関

する研究成果に基づいたエビデンスがか

なりとられています。 

しかしながら、安全性の評価、機能性

食品申請のための第三者評価を取得する

ことによって付加価値を高めることがで

きると思います。 

安全性と効能に関する第三者評価を日

本食品分析センターに委託して、しっか

りまとめたいと思っています。 

安全性と機能性の第三者評価というこ

とをやって、付加価値を高めていきたい

という風に思います。 

これまで東京電機大学でどのようなエ

ビデンスがあるかということをまとめて

みましたが、リグノセルロースの主成分

であるセルロースを介したオリゴ糖とい

うのがあります。これに関してはコレス

テロールを下げるとか免疫賦活化作用が

あるとか腸内細菌の活性化作用、抗酸化

性の活性があると、こういったことをエ

ビデンスがとられていますし、実際に専

門誌に論文として発表しています。あと

特許も書いています。こういったことを

バックボーンとして付加価値の高い商品

づくりに利用していきたいと考えていま

す。 

これによる足立区の大きなメリットが

あります。活動によるメリットとしては

再生可能資源による新しい産業の創出、

天然物由来の健康食への利用による生活

の質の向上、あとは気候変動による台風

や洪水の被害の減少と意識の高揚がある

と思います。地方都市系循環による連帯

感、災害援助体制の構築などがありま

す。相関に環境効果というのもありま

す。特にこの７番目については、教育環

境として大学の教育の現場と、足立区内

での小学校での利用もできるという風に

考えています。そういったことで、この

プログラムに事例として入れていきたい

という風に考えています。 

以上です。ご清聴ありがとうございま

した。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。このあと 

１０分程度で質疑応答といたします。 

（かねだ正 委員） 

ご説明ありがとうございました。筍は

食べたことはありますが、竹は食べたこ

とが無いので、小麦粉と合わせてという

ことなので、美味しいのかなと、食に関

することなので栄養素も大事ですが味も

大事かと思いますが、そのあたりはいか

がでしょうか。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

マイクロ波処理をかけることによっ

て、苦み成分などがある程度抽出されて

そちらの方にいってしまうということ



で、かなり食べやすくはなっていると思

います。 

実際に食べてみたことがありますが、

竹そのものよりは非常に食べやすくなっ

ているといことは間違いないです。 

どの位の量を混ぜられるかについて

は、これから研究して、100％で食べる

には難しいと思いますので、パンやクッ

キー、どの程度まで混合できるかわかり

ませんが、それを混合することで更に食

べやすくなるのではないかと考えていま

す。 

（かねだ正 委員） 

ありがとうございます。それと、私は

足立区議のため足立区のメリットという

ことに非常に興味があります。申請書に

も足立区民への新食品の提供、新しい産

業と雇用の創出等と書かれていますが、

これは先々を見たときに、どういう風に

足立区で展開を行っていった方がいいの

かなどお考えでしょうか。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

いくつかありますが、一つは具体的に

パン屋さん。実施計画のなかでも予定し

ていますが、竹を作ったパンを作っても

らえればと考えています。試作品ができ

たらこれを色々なパン屋さんやお菓子屋

さんに展開できるのではないかというこ

とがあります。これがひとつの環境への

取組にもなるということで、意識の高揚

というメリットも出てくると思います

し、地方と足立区と関係の構築というの

も少しできてくるのではないかという風

に思っています。 

これがうまくいくようであれば、高繊

維食品として小麦粉に混ぜた製品といっ

たものを、足立区の食品工場みたいなと

ころで作っていただけるような展開が、

将来構図として描いていけるのではない

かと考えています。 

これが本当に健康に良いというある程

度のエビデンスというのが、その時必要

になってくると思います。付加価値が高

められるエビデンスが重要になってくる

のではと、第三者評価というのが重要に

なってくるのではと思っていますが、そ

ういうことができれば、かなり需要とい

うのは、少なくとも最初は足立区内での

需要が見込めるのではないかと、それに

よって健康が増進されるのではないかと

考えています。 

（かねだ正 委員） 

足立区では健康寿命を延ばそうという

取り組みを行っていますので、是非そこ

に効果があると足立区としてもメリット

があるのかなと思いました。 

（しぶや竜一 委員） 

ありがとうございました。竹に関して

は、今回は食ということですが、私の知

人が竹を使った衣類を作って実際に環境

に負荷をかけないようにということで、

Tシャツを作ったりという踏み切ったこ

とをしていたので、共通することがある

のかと思いました。 

先生も仰っていましたが、知人から聞

いたのも、やはりコストが高いというと

ころが少し課題なのかなと思います。先

ほどクッキー、様々な学校給食で出して

いただけるというところで、パン一個当

たりなど、どれくらいの費用がかかるも

のなのか、わかる範囲で教えていただき

たい。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

まだきちんとコスト計算してはいませ

んが、大体１㎏当たり数百円、高くても

600円くらいまでには収まるという風に



思います。 

これを例えばパンの中にどれ位入れる

かはまだわかりませんが、例えば 10ｇ

入れたとしても単価が 6円上がる位で収

まると考えています。それほど負担にな

らない価格で作れるということが特徴で

す。 

（しぶや竜一 委員） 

 ありがとうございました。 

（森下秀重 委員） 

竹から食物繊維というのが、すごい技

術だなと思い聞いていました。日本では

健康志向のサプリメントが非常に売れて

いますので、大手の製薬会社のようなと

ころも飛びつくのではと聞いていまし

た。 

将来的には全国的に何トンという需要

になってくるのではと思うのですが、機

能性食品となると単なる栄養成分しかで

きないので、是非トクホを取って全国展

開して大きなビジネスになることを期待

しているのですが、そういう展開は考え

ていらっしゃいますか。パンで終わる技

術ではないと思うのですが。大変魅力的

な技術と思いますので。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

まったくおっしゃる通りですが、実は

竹というのは本当に食品になっていない

のですね。なぜかというと、先ほどの技

術が全然できていなかったということが

あります。我々は技術を開発することが

できたので、これを使えば食への利用と

いったこともありますし、他にこの繊維

がいっぱいできると、しかも分解されや

すい繊維ができると、これは大きなメリ

ットだと思っています。そういったもの

を色んな物に利用できるということもあ

ると思います。その一方で、足立区で食

への利用ということを上手くやって実績

ができれば、全国に広がっていくのでは

ないかなという風に思っておりますの

で、足立区で実例を作らせていただけれ

ば本当にありがたいなと思っておりま

す。 

（倉阪秀史 会長） 

私の方から質問を。前回もこちら似た

形で土壌改良剤として活用するというこ

とでスキームがほぼ同じで、日本バイオ

リファイナリーに委託をしながら進めて

いたわけですが、今回も同社に委託をす

ると。同社のホームページを拝見する

と、先生の研究をビジネス化する東京電

機大学承認ベンチャー企業という風に位

置づけられているのですが、民間のそう

いったところからも環境基金の申請がで

きるわけですが、電気大だと全額支給に

なったり、民間だと半額助成という風に

なるんですね。 

これは、日本バイオリファイナリーか

ら申請をするような、今後ビジネス展開

ができるということであれば、その半額

助成というような可能性はないのでしょ

うか。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

あるかもしれませんが、今回のことに

関しては、まだ大学の範囲内の技術とし

て開発してきたものですので、これから

日本バイオリファイナリーの方に卸して

実際に作ってもらう、という段階です。

これが本当に商売になり、民間会社が自

立してやっていける状態ではまだないと

思います。そういう意味では、今回環境

基金をいただいてその開発段階、実はこ

れ、いっぱいやらないといけないことが

あって、特にそのパンのところの技術に

関しては日本バイオリファイナリーでは



できない技術で、埼玉県の北部研究所さ

んが一緒に協力していただけるというこ

ともあって、こういった公的なことも利

用させていただきながら技術開発をして

いく段階だと思います。 

そういう意味では、日本バイオリファ

イナリーが主体となってやれるような事

業ではないと私は考えています。 

（倉阪秀史 会長） 

まだそういった、企業主体でやる採算

性の目途が立っていないので、東京電機

大学の椎葉研究室としての研究開発の段

階であるとイメージなのですね。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

そうです。 

（倉阪秀史 会長） 

 私自身もこういう自分の研究を社会実

装するためのＮＰＯ法人を立ち上げたり

はしていて、その際に利益相反がどうの

こうのとかいう人もいるのですけれど、

そのあたりは電気大の方ではどう整理さ

れていますか。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

 私自身は役員もやっていますので、あ

る意味では関係あるかもしれませんけれ

ど、このマイクロ波の技術に関しては、

装置を持っていますし、マイクロ波の温

度や眞空度の調整に関しては、日本バイ

オリファイナリーしかないと思っていま

す。もし他のところがあればそちらでも

良いですが、今のところ私はここしかで

きないと思っています。 

 経験もありますので、ここで試作品の

製造をやってもらいたいと思っていま

す。 

（倉阪秀史 会長） 

 はい、ではこちらの日本バイオリファ

イナリーしかできない話だから、そちら

に委託をせざるを得ないということです

ね、わかりました。 

他にいらっしゃいますか。 

（畠中エルザ 副会長） 

 ありがとうございます。まず、倉阪会

長のご指摘点も私も気になっていたとこ

ろです。 

 筍の形では、我々ずっと食べてきてい

るわけですが、生育した竹を食品にして

いくというのは、先ほども味の面でどう

か機能性食品として全国展開できるよう

なレベルかといったようなご指摘ご質問

ありましたが、似たようなことを思って

おりまして、既に食物繊維としては他の

ものがあるわけですが、それを置き換え

ていくような可能性がある話なのか。 

 細かいところでは、安全性というとこ

ろでは念のための確認ですが、外部委託

をされて確認されるということでよろし

かったでしょうか。 

（東京電機大学 椎葉究 教授） 

 既に竹を使ってマウスに食べさせて健

康状態を見る、機能性を見るなどのこと

はやっています。コレステロールを下げ

るとか免疫賦活作用とか、腸内細菌の活

性化作用というのもつい最近、去年論文

を出しまして評価をいただいています。

これは理化学研究所と一緒にやりました

が、そういった意味ではエビデンスは大

学内では取れているのですけども、これ

はやはり我々の評価と第三者の評価と役

割が違い、一度そこに委ねて第三者評価

を受けないといけないのではないかと。

そうでなければ、独りよがりのデータで

は信用されないということもあり、きち

んとやっていきたいと思っています。 

（倉阪秀史 会長） 

ほぼ時間となっておりますが、よろし



いでしょうか。椎葉様ありがとうござい

ました。ご退室ください。 

＜申請者退出＞ 

（倉阪秀史 会長） 

それでは、次のプレゼンテーションに

移りますので、事務局は申請者の入室案

内をお願いします。 

＜申請者入室＞ 

（倉阪秀史 会長） 

申請内容について、８分程度でご説明

をお願いします。２分前と、８分たった

ところで事務局から合図します。その

後、約１０分の質疑応答を予定していま

す。それでは開始してください。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 私たち、Adachi Plastic Upcycle

と申します。よろしくお願いします。 

 本日は、自己紹介、活動目的、活動概

要、最後に、という順番で説明させてい

ただきます。 

 最初に自己紹介ですが、私は八重洲コ

ーヒー店というコーヒー店を千住公園の

前で営業しております。焙煎をしてコー

ヒーの販売をしている店です。 

私がプロジェクトのリーダーとしてや

らせていただいています。住宅地なので

すが、繁華街から離れているところで地

域に密着した様な、地域貢献を目指して

営業しております。代表的なメンバーに

はデザイナーもおり、工業デザインから

ウェブまで幅広く対応しています。 

 私たち、Adachi Plastic Upcycle

はどういう集まりかということを説明さ

せていただきます。足立区のコーヒーシ

ョップ、八重洲コーヒーに集まったメン

バーで構成されています。 

 そこで何気ない会話、植物の鉢を再生

プラスチックを使って製作することはで

きないか、という会話から発足いたしま

した。メンバーでもあるお客さんからの

紹介で Precious Plasticという活動を

知り、地域で出たプラスチックごみを地

域のなかでクリエイティブに再生し、新

しい循環型社会を目指すために Adachi 

Plastic Upcycleとしての活動をスタ

ートしました。 

 次に、Precious Plasticとはとは何

かを説明させていただきます。 

 オランダの工業デザイナー、デイヴ・

ハッケンス氏が発案したプロジェクトで

す。誰でも簡単にプラスチックごみを美

しい製品に生まれ変わらせる機会を開発

し、その作り方、工程を全て公開するこ

とで、世界にアップサイクルの輪を広げ

ることを目指しています。 

Precious Plasticは、企業ではなく、

地域に根ざしたコミュニティー活動であ

り家庭で出たプラスチックごみを集め、

そのごみを自作した専用機械を利用し

て、植物鉢をはじめ、家具や、建築材絵

量、コースター、アクセサリーなどに再

生させます。 

 日本では現在主なところは８箇所、鹿

児島、唐津、安吾、逗子、鎌倉などの地

域に Precious Plasticが存在しており

ます。そして私たちが東京初の

Precious Plasticとなります。 

 次に活動目的です。主に３つありま

す。再生プラスチックのコミュニティー

を作り地域の子供や若年層を巻き込み、

地域の環境問題への意識を醸成します。 

２つ目に、再生プラスチックを利用し

た製品、植物鉢、キーホルダーなどを想

定していますが、それを販売・配布する

ことによりアップサイクルされたかっこ

いいプロダクトから若年層にアップサイ



クルの魅力を伝えていきます。 

 ３つ目、若年層が集まりやすいものづ

くりのできる開かれた空間を作ります。

そしてみんなの日常をクリエイティブで

楽しくします。 

 具体的には、一つ目のコミュニティー

をどのように作るかというところです

が、活動場所がコーヒー店の２階という

ところを活かして、コーヒー店で興味を

持っていただけそうな近隣の方に発信を

まず行ってまいります。次に、足立区の

お店等で活動に共感していただける場所

にポップを置いていただきます。これら

で周知をしていきたいと思います。 

 ２番の実際に販売・配布するのはどう

やって行うかですが、本活動が正式に決

まり次第、プロダクトの制作に向け準備

を始めます。それができ次第、足立区内

で商品を置いていただけるところを募集

すると同時に、既に交流のある店舗に販

売を始めていきます。 

 ３つ目のところで、どのようにみんな

の日常を楽しくクリエイティブにするか

というところですが、普段捨ててしまう

ことの多いプラスチックを捨てずに取っ

ておき、それを粉砕し成形し、全く違う

ものに生まれ変わらせる全てを経験でき

ることは、そういったものづくりに興味

のある人々にとっての日常をさらに楽し

くできます。そしてその様なものづくり

に接する機会が乏しかった人々にとって

も新しい体験となって、そこを入口にし

て我々の活動に、更には環境への意識を

高めていきます。 

 目指す姿ですが、地域で出たプラスチ

ックごみをクリエイティブに再生し、足

立区に持続可能な循環型コミュニティー

の実現を目指していきます。 

 この図のように、生産されたものを使

用して使い終わったらごみではなく集め

させていただきます。それをまた粉砕し

て成形して、実際に使うところに戻すと

いうような循環型を目指しています。 

 次に活動概要です。今回、申請した内

容に機材があるのですが、４つある内の

２つを申請させていただきました。 

 １つはシュレッダーです。集めたプラ

スチックを粉砕します。そこから射出成

型機に入れて、溶かしながら下に金型を

用意して注入していきます。そうする

と、カラビナとか小さなものだったりと

か、今回申請させていただいている金型

の小さな鉢、といったようなものができ

ます。 

 活動プランですが、フェーズ１として

リサーチと開発、８月下旬を想定してい

ます。Precious Plastic鎌倉を訪問

し、活動のヒアリングを実施します。８

月から９月に Precious Plasticのシュ

レッダーを購入と設置いたします。同時

に射出成型機の購入と設置もいたしま

す。 

 フェーズ２、コミュニティーの構築、

製品の開発。１０月に廃棄プラスチック

の収集を開始します。そして１０月から

１２月にかけて再生プラスチックグッズ

の作成をいたします。 

 フェーズ３、活動の発信、浸透。１１

月から３月に向けてワークショップの企

画・実施を２、３回行います。それと同

時に子供向けの学習ワークショップの企

画・実施もします。来年になってから、

１月から３月のところで製品の販売を行

っていく予定です。 

 最後に、今回申請させていただいた内

容は、私たちの地域にとってのスタート



だと思っています。このような小さな動

きですが、それを持続可能な取り組みへ

と成長させていき、地域社会にとって有

意義な団体となります。更には足立区の

取り組む美しいまちづくりに貢献してい

きます。以上です。ご清聴ありがとうご

ざいました。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。このあと 

１０分程度で質疑応答といたします。い

かがでしょうか。 

（かねだ正 委員） 

 非常に面白い取り組みだと感じまし

た。活動目的として、再生プラスチック

のコミュニティーを作り地域の子供や若

年層を巻き込み、と書いてありますが、

まずはお二人で始められるということ

で、こういった活動をしていくとなる

と、色んな伝手、例えば町会であったり

子供会であったりを巻き込んでいくこと

になると思いますが、それについての手

段は考えていらっしゃいますか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 北千住という場所の強みで、大学であ

ったり学校が多い場所です。なので、コ

ーヒー店に来てくれている植物好きのお

客さんの中に大学の教授だったり、芸大

の学生さんだったりがいますので、その

方からお願いしていくところであった

り、私の家族、私自身も町会に所属して

いるので、地域の活動をしている方たち

と一緒に、実際にその資金を得るために

何かを作るわけではなくて、地域社会に

とって役に立つものであって、ごみを出

さない、循環型というものが作れると、

活動だったりもっと共感してくれる人が

多くなってくれるのではないかと思い、

積極的に地域の方たちとは一緒にやって

いきたいと考えています。 

（かねだ正 委員） 

 ありがとうございます。費用の中で、

大部分を占めているのが物品・資材購入

費だと思いますが、制作能力は１日で、

時間にも依ると思いますが、大体どのく

らいのプラスチックとか、原材料となる

ものを処理することができるのでしょう

か。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 生産能力に関しては、材料が地域と連

携して集まってくれるかによりますが、

まだ具体的にどの程度生産できるかにつ

いては回答出来かねます。材料次第とい

うところがあります。 

（かねだ正 委員） 

 例えば、ペットボトルで１時間当たり

どの位、というのは分かりますか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 部品を購入して機械の組み立てをする

ところから始まりますので、まだ正確に

は出せません。私たちはこれがスタート

アップだと考えています。一過性で終わ

らせず、今回ステップとして、アップサ

イクルを経験してみて、その次に製品化

だったり、経済面のところで循環型にし

ていきたいと考えておりますので、単に

ここで、できたので終わり、とは考えて

いません。 

（倉阪秀史 会長） 

他の方いらっしゃいますか。私からひ

とつ。このシュレッダーやインジェクシ

ョンマシーンは、自作されるということ

ですよね。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 そうです。パーツを組み立てることに

なります。 

（倉阪秀史 会長） 



 組み立てれば出来るパーツは売ってい

るということですか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 Precious Plasticのホームページ

に、何が必要でどう組み立てるのかが公

開されています。 

（倉阪秀史 会長） 

 色々調べると、作る過程で金型施工と

か、技能が必要なのかなという気もする

のですが、それは大丈夫でしょうか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 問題ありません。 

（倉阪秀史 会長） 

 足立区なので、町工場とかいろんなと

ころとタイアップしてやれば、まさに足

立区らしい良い活動になるのかな、機械

を作るところからイベント的になってい

って面白くなるのかなという風にも感じ

たのですが。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 まったくおっしゃるとおりで、私たち

もそれは考えていて、大川町含め、近く

には金型を作っていらっしゃるところも

ありますし、地域を含めた活動になって

いけばというところで、今回はスタート

アップのところで機材を購入して実際に

製品を作ってみるというところまでにし

ていますが、その先にその循環型、例え

ば雇用を生んで子育て世代の方でも来て

いただいて、働いていただけるようなシ

ステムにもしていけたらな、とは考えて

います。 

（倉阪秀史 会長） 

 まずは、コーヒー店の２階でやられる

ということですね。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 はい、そうです。 

（畠中エルザ 副会長） 

 倉阪先生の質問と重なるところもあり

ますが、コーヒー店の２階でおやりにな

るのかということと、ご自身とお仲間の

方とやられるということでいらっしゃい

ますね。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 はい、そうです。メンバーにはデザイ

ナーも数名おりますので、彼らと協力し

てやっていきます。 

（畠中エルザ 副会長） 

 もうひとつ。プラスチックを回収した

ものでお作りになるわけですが、見てい

ると、いろいろな色のものを集めれば集

める程綺麗な物が出てきそうな、収集の

状況次第というところもあるのかなと思

ったのですが、集め方の工夫とか、アイ

デアはありますか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 一番身近なところで回収できる物だ

と、ペットボトルのキャップになると思

うので、そのあたりからどの様な色、模

様になるのかを試作しながら考えていき

たいと思っています。 

 動画等を見る限り、特に色や模様が汚

い物は見当たらないので、美しい物が作

れると考えています。 

（畠中エルザ 副会長） 

 基本的にはまず、プラスチックを減ら

すことが大事で、活用していくとなると

美しさとか、使用してもらえる可能性と

かがすごく大事になってくると思います

ので、期待しております。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 ありがとうございます。 

（しぶや竜一 委員） 

 若年層の中で幅を広げていくというこ

となのですが、既に実施されているかも

しれませんが、デザイナーの方と一緒に



SNSを通じて様々に発信して Precious 

Plasticとは、というところからしっか

り始めていただきたい、期待していきた

いところなのですが、その点についてい

かがでしょうか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 ありがとうございます。もちろんそれ

はやっていく予定でおります。 

（森下秀重 委員） 

 非常に良い取り組みだと思います。た

だ、技術的な問題ですが射出成型機は、

製品が変わるごとに射出した先の金型が

変わってくる、それで製品の形が変わ

る、当たり前のことですが、金型は精密

で技術がいる、要するにデザインだけで

はなくて作る工場が近くにないと、金型

が発注できませんよね。新しい製品をつ

くるにあたり、金型を発注する先にあた

りはありますか。 

（Adachi Plastic Upcycle 長谷川氏） 

 たくさんあると思います。近所でも実

際に旋盤をしているところもあります

し、金型を作っていただくところは溶接

の知人もおりますので、問題なく見つか

ると考えています。 

（倉阪秀史 会長） 

他に質問がございますか。なければ以

上となります。長谷川様ありがとうござ

いました。ご退室ください。 

＜申請者退出＞ 

（倉阪秀史 会長） 

続いて、委員の皆様で意見交換をし、

そのうえで、評価していただきたいと思

います。 

【評価については非公開】 

（倉阪秀史 会長） 

 それでは、採択・不採択を取りまとめ

ます。 

 受付番号１・バイオマス「竹」の

「食」への利用による循環型社会構築の

実証は採択、２・ＶＲ技術による都市部

での冠水状況体験システムの実証実験は

採択、３・再生プラスチック活用したア

ップサイクルコミュニティーの実現は採

択、４・環境に優しいエコグッズを配布

して CO2削減を推進する活動は採択、

５・調剤薬局における紙の使用削減の取

組は不採択、６・使い捨てカップの廃止

に向けた再利用可能な持ち帰り容器の推

進は不採択となります。 

 委員の皆様、ありがとうございまし

た。これで本日の審査は終了いたしま

す。審査結果は、事務局を通じて、区長

に答申いたします。答申書については、

時間の都合もありますので、会長に一任

いただく形で、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、私の方で答申書を取りまと

めます。最後に委員の皆様から何かござ

いますか。 

ないようですので、事務局から事務連

絡をお願いします。 

（須藤純二 環境部長） 

 長時間にわたり、ご審議いただき、あ

りがとうございました。事務局からのお

知らせです。 

次回の環境基金審査会ですが、令和５

年度の第一期の申請についての審査会を

３月に開催する予定でございます。現在

調整中ですので、決まり次第ご連絡しま

す。詳細は開催の１か月前を目途にご案

内させていただきます。 

事務局からは以上です。 

（倉阪秀史 会長） 

ありがとうございました。進行に若干

不手際がありまして、予定の時間を超過



してしまい、失礼いたしました。 

次回以降、コロナも収まって直接お会

いできればと思っております。 

これをもちまして、環境基金審査会を

閉会します。ありがとうございました。 

 

以上 

 




